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東北地方太平洋沖地震の津波波源（ᛮ☴） 
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全国港湾海洋波ᶉ情報✂（通⒓、࠽ウフ

ス1）の㧳ＰＳ波ᶉ計2等によって観測さࠔ

れた津波波形のうち、ጤ手県沖から福島県

沖の波形を見ると、今回の津波では、緩や

かな水位上に続き急な水位上があっ

たことが特徴と言える。┻氏ほかの「東

北地方太平洋沖地震の津波波源」3によれ

ば、このような観測波形については、立ち

上がり部分はプレート間地震による津波

によって、最大波は海Ḵゲ4付近の地震に

よる津波によって説明できるとされてい

る。 
 

福島第一原子力発電所の⚂１．５㨗㨙沖

合には当社の超㖸波式の波高計が設置し

てあったが、津波の第二波の影響により損

傷したため、１５時３５分頃の記録までし

か取得できていない。ただし、記録された

波形によれば、１５時１５分頃からᆎまり

１５時２７分頃にࡇークを持つ緩やかな

水位上の後、一ᣤ水位低下向を示した

のに続き、１５時３３分頃から急な水位上

が観測され、その直後に測定限界である

1.2.㧗７．５㨙を超えていることから、上

述した特徴をもつ津波と同様なものが発

電所にも襲来したと考えられる。 
（1.2．：小名浜港工事基準面（東京湾平ဋ海面の下方 0.727㨙）） 

当社は、津波高のインバージョン解析（津波の再現計算）を実施し、北海道からජ⪲

県までの痕跡高・浸水高、ầ位記録、浸水域、地Ზ変動量をよく再現できるような波源

モデル（津波の数୯シࡒュレーションに必要な、断層の長さ、、位置、深さ、ずれの

量などの情報）を設定した。その後、中央防災会議もインバージョン解析を実施5してい

                                            
1全国港湾海洋波ᶉ情報✂：Nationwide Ocean Wave information network for Ports and HArbourS (NOWPHAS) 
2 㧳ＰＳ波ᶉ計：㧳ＰＳⴡᤊを用いて、沖にᶋかべたブイ（㧳ＰＳ波ᶉ計）の上下変動を計測し、波ᶉやầ位をリアルタ

イムで観測する機器。㧳ＰＳ波ᶉ計は国土交通省港湾ዪが整備をすすめているものであり、平成 20 年 7 月 1 日より気象

ᐡにおいて津波情報へ活用している。このうち、「㧳ＰＳ㊄⪇山」はችၔ県㊄⪇山沖⚂ 10km に、「㧳ＰＳ小名浜」は福

島県Ⴎ屋ၯ沖⚂ 18km に設置されている。 
3┻ஜ治・㈬井ᘕ一・藤井㓶士㇢・◉原雅ዏ・㊄ᴛᢅᒾ：東北地方太平洋沖地震の津波波源、科学、Vol.81、No.5、2011 
4 海Ḵは、海洋プレートが大㒽プレートの下に沈み込む部分の境界を指し、急ᢳ面で囲まれた細長いಳ地状の地形を示す。

このうち、海Ḵゲは、地形的に海Ḵが最も深いところを指す。 
5 中央防災会議：南海トラフの巨大地震モデル検討会（第 12 回）、参考資料１、平成 24 年３月１日、 
http://www.bousai.go.jp/jishin/chubou/nankai_trough/12/sub_1.pdf 
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る。中央防災会議の解析では、当社が平成２３年１２月２日に公表した福島原子力事故

調査報告書（中間報告書）で評価に用いた波源モデルに加え、後に得られた知見も踏ま

え、震源域の⎕უ時間差を考ᘦしているため、より♖✺な津波の再現計算が可能となっ

ている。 
中央防災会議のインバージョン解析結果によると、東北地方太平洋側の各観測点の観

測と再現計算はよく一⥌しており、「福島第一」ならびに「福島第一」を南北にむ「㧳

ＰＳ㊄⪇山」や「㧳ＰＳ小名浜」「東海第二」などでの波形もよく再現されている。また、

福島第一原子力発電所沖合の波高計設置位置では、上述したとおり、緩やかな水位上

の後、一ᣤ水位低下向を示したのに続く急な水位上が再現されており、発電所沖合

の波高計の位置では１５時３３分頃、発電所自体には１５時３５分以降に最大波が到達

している。細かい水位変動を除けば、第二波が最大波となっている。  【添付３－６】 

なお、福島第一原子力発電所及び福島第二原子力発電所の浸水状況等の津波の観測結

果及び発電所護ጯ（検ầ所付近）におけるインバージョン解析結果については、次項以

降に示す。 
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福島第一原子力発電所に襲来した津波の痕跡高調査の結果から津波は、主要建屋敷地

（１～４号機側で 1.2.㧗１０㨙、５，６号機側で 1.2.㧗１３㨙）まで㆚上し、浸水域は

主要建屋敷地エリアの全域に及んでいることが認められた。また、浸水高は１～４号機

側で 1.2.⚂㧗１１．５㨙～⚂㧗１５．５㨙、浸水深で⚂１．５㨙～⚂５．５㨙であり、

主要建屋周囲に㗼⪺な浸水が認められた。              【添付３－７】 

４号機南側の集中環境施設プロセス主建屋付近で津波襲来時の状況を影した写真で

は、敷地高さ 1.2.㧗１０㨙に設置されている高さ⚂５．５㨙のタンクが津波により水ᴚ

していく様子が影されている。この付近の建屋周囲の浸水深は、敷地上５㨙以上に及

んでいた。                            【添付３－８】 

一方、５，６号機側は、浸水高が 1.2.⚂㧗１３㨙～⚂㧗１４．５㨙、浸水深が⚂  

１．５㨙以下であり、１～４号機側との比較では⋧対的にはᵻくなっているが、主要建

屋周囲は浸水していた。 

 

福島第一原子力発電所に襲来した津波の最大高さは、ầ位計、波高計が地震、津波の

影響を受けたため直接測定できていないが、1.2.㧗１０㨙の防波ႇを津波がਸ਼り越えて

くる様子が影されていることから、津波の高さは１０㨙を超えるものであった。 

                                【添付３－９】 

また、インバージョン解析（津波の再現計算）により波源を推定し、津波高さを評価

した結果、福島第一原子力発電所の津波の高さは⚂１３㨙であった。 

福島第一原子力発電所では、平成１４年に社࿅法人（現在は公⋉社࿅法人）土ᧁ学会

からೀ行された「原子力発電所の津波評価技術」1（以下「津波評価技術」という）に基

づく評価結果（1.2.㧗５．４㨙～５．７㨙）を踏まえた対策を⻠じ、その後、平成２１

年に最新の海底地形データ等を用いた再評価結果（1.2.㧗５．４㨙～６．１㨙）を踏ま

えた再度の対策を⻠じていたが、今回の津波はそれを大に超えるものであった。      

【添付３－１０】 

                                            
1社࿅法人土ᧁ学会 原子力土ᧁ委員会津波評価部会：原子力発電所の津波評価技術、2002 


